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自立語特許

火力プラントの蒸気温度制御方法および装置

石炭を燃料とする火力プラントでは,

石炭を微粉化して燃焼させるため,ボ

イラの動特性遅れに加えてミル動特性

遅れが加わり,ボイラで発生される蒸

気の温度制イ卸を困難なものとしている｡

日立製作所では,制御装置に石炭ミ

ルとボイラ熱交換器の動特性モデルを

内蔵させ,このモデルを用いて蒸気i且

度を正確に予i別して最適制御を行なえ

る火力プラントの蒸気温度制御方式を

開発した｡

図1に,その蒸気温度制御方式を示

す｡従来は,i温度マスタ信号を演算す

る際,フィードバック信号として現時

点の蒸気i且度検出値を用いていた｡こ

れに対し,新しい方式では,ボイラの

状態パラメータ及び石炭ミルの動特性

を予測する石炭ミル動特性モデルの出

力(バーナ入口微粉炭量子測値)を入力

して,将来の蒸気温度を予測し,その

予i則値をフィードバック信号として用
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図l 蒸気温度制御方式

いる｡この子i則演算を行なうのが予i刺

通応制御モデルである｡このように,

予測適応制御モデルを用いて,所定時

間後の蒸気温度を予i則し,この子i則値

を蒸気温度の設定値と合致するよう制

弓卸することにより,ボイラ入力燃料に

対する蒸気i息度制御の遅れを改善する

ことが可能となった｡また,石炭ミル

のメ犬態パラメータを入力し,石炭ミル

動特性モデルでバーナ入口微粉炭量を

予i則し,これを燃料量制御のためのフ

ィードバック竜として用いているので,

石炭ミルの応答遅れもなくなる｡

l.特長･効果

(1)ボイラ及び石炭ミルの動特性モデ

ルにより蒸気i温度を予測できるので,

正確な蒸気i温度制御が実現できる｡

(2)大きな外乱があっても,その外乱

による影響を予測して制御するので,

安定した運転を実現できるっ

2. 提供技術

l関連特許の実施許諾

●特開昭5了∵托7柑号

r火力プラントの蒸気温度制御方法

および装置+.

ガスタービン燃料制御装置

ガスタービンについての各種の制御

は,最終的にはガスタービンへ供給す

る燃料量を定める制御弁を操作するこ

とで行なわれる｡

このため,各制御系の出力信号間で

の切替えが不可欠であり,特にガスタ

ービンが過加速度,過排気†温度となっ

たときの運転をつかさどる加速度利子卸

系･温度制御系への切替えは,ガスタ

ービンの安全運転を碓持する上で重要
である｡

ところで,制御系の出力切替えには
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図l ガスタービン燃料制御装置
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低値優先回路を使用する｡そして,加

速度･i且度制御系は比例積分;別御機能

をもち,かつその設定値は通常運転+犬

態での帰還値よりも十分に大きいもの

とされているために,積分器は常時飽

和している｡このため,例えばiは度制

御系への切替えについてみると,i且度

帰還値が増加してその設定値と一致し

た時点以後,積分器の飽和が解かれる

までの時間,桔分出力がi成少し低値優

先回路で信号切替えされるまでの時間

など,多大の時間遅れがある｡加速度･

定格速度以下

SWl

OR

LVG

SW3

記

憶

SW2

†且度制御系は,非常保護装置的な性格

をもつものであるため,この遅れ時間

が無視できない｡

本発明では,この間題の解決のため

に図1に示すように情成したものであ

る｡常時は起動制御系Ⅰ,速度制御系

ⅠⅠのうちの一方が選択器SWlによって

選択され,SW2を介して燃料制御信号

Fとされる｡加速度･温度制御系ⅠⅠⅠ･

Ⅳでは,それぞれの偏差を比例積分器

PIでi寅算し,低値を低値選択回路LVG

で選択している｡比較器COMPは偏差

が負のとき出力し,論理和ORを介して

SW2,SW3をa側に切り替える｡SW3

は常時は燃料制御信号Fを入力してこ

れを記憶しており,a側に切り替わった

ときには,記憶値を初期値として以後

LVGの出力を与え,加速度制御又は排

気i温度制御を実施する｡

1.特長･効果

帰還値が設定値に一致した時点で,

加速度･排気温度利子卸に移行でき,遅

れがないためガスタービンの安定運転

が維持できる｡

2.]是供技術

l関連特許の実施許諾

●時間昭58-47ト25号

｢ガスタ∵ビン燃料制御装置+
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日立諾特許

多重イヒ制御装置

一般に,ディジタル制御横算を行な

う制御装置の信頼性を向上させるため

に,制御装置内の処理ユニットを多重

化構成にすることがよく行なわれている｡

Lかし,従来の多重化制御装置では,

制御演算を実行中の処理ユニットが故

障したときに,他の処理ユニットに制

御演算を行なわせることによって制御

装置の動作は連続的に実行されるが,

処理ユニットの切替えによって生ずる

出力制御信号の不連続な変動が,制御

対象に衝撃を与えるという問題があった｡

日立製作所では,主系処理ユニット

での1周期前の積分値を待機系処理ユ

ニットに伝送し,仝系処理ユニットに

常時同一前提条件で積分計算を行なわ

せることによって,切替え時に出力制

御信号に不連続性が生じることのない

多重化制御装置を開発した(図1参照)｡

この制御装置では,主系処理ユニッ

トは1同期前の積分計算結果を待機系

処理ユニ､ソトに伝送した後,今回周期
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図l 多重化制御装置
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の帖分占｢算を実行するr_)一方,待機系

処理ユニットは,1三系処理ユニソトか

ノーJ仁二送された前述グ)村を分計算結果に,

今回周〕胡の純分の増分値を加算する｡

すなわち,仝系処月ミュニットは常時同

一前提条件で枯分計筒を行なう(⊃

図1にホLた装‾｢引よ二車系であるか,

同様な構成で三毛系制御装i;rこを偶成で

きる=J

l.特長･効果

(1)火力･原子ノJなどの発一志プラント

や′左全作を要求される機器グ)遁虹仁子刺互

侶三,及び'稼動辛が大帖に1rり■_1二する｡

(2)処理ユニットグ〕構成が椒めて簡単

であり∴別御装‾i引′I体の仁相性が高い｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭57-3101号

｢多重化制御装置+

分散型制御システム

紋別御対象の校数の群ごとに制御器

を設けて,一つの群でグ)制御器の放障

が他の群の制御器に旨‡きで苧しないように

した分散巧蛸り御システムが,プラント

制御に適用されつつある｡

図1に,本発明ク〕分J牧Jモリ滞り御システ

ムをホす｡削御器Cl～C:うは,中央処理

米持Hcで統括制御きれる｡双方向特性
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図l 分散型制御システムの系統
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図2 制御器C2故障時の制御〕犬態

をもつ伝送路Bl{一B3は,イ去送上略Ca～Cf

で制御器Cl～C3に接続されたスイッチ

St～S3に接続される.=.

伝送上略B二iに接続された検出器M3放び

操作器Aニiは,制御器C3グ)管理下にある｡､

制御器C3は,伝送路B:iを介しで制御器

C2内の情報(検出器M2及び操作器A2の

情報)をノ常時人力Lているっ 制御器C2

は利子卸器Clの情報を∴別御器Clは制御

器C二lの帖報を′テ;モーに人ソJLている｡

r抑卸器C2がI牧悍Lた場†ナ,それを検

知Lた制御詩誌C:うは,図2のようにスイ

･ノチS2をバイパスモードにするL〕制御
諸:‡C:うが符f弔するイ去送主格は,B2岐びB3に

船人する｡7別御器C二iは,入プJしていた

rl川御器C2(乃帖報により検J汁旨詩M2及び操

作抒詩A2をその管+埋下に置き,〔別御器C2

グ)機能を代行する｡‾変に制御器Clが放

障した場合,制御器C3は伝送主格Blも背

f里下に芯くLコ

1.特長･効果

(1)他の制御器か⊥lフの情報取得脆びに

符二哩tごにある横山器ノ女び操作器の情報

耳丈得が,一つのf云送主格で行なえる｡

(2)1千言の正常な削御器で他の故障し

た制御器の機了氾を代行できる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭5トけ4701号

｢分散型制御システム+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております-まナ∴ノウハウにつし､ても二相談に応しておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お間し､合わせ先は･･･株式舌鼓日豆裂イE祈 〒】00東京都千代田区丸の内一丁目5番l号(新丸ビル)電話(03)2143…(直通)特許部特許営業グル_プ
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多機能オフィスコンピュータ"HITAC L-70/20”

HITAC L-70/20は,OA(オフィス

オートメ【ション)の推進ノ役となる多

機能オフィスコンピュータとして開発

した最新鋭機であり,L-320シリーズの

上位後継機である(図l)｡

1.主な特長

(1)多様な情報処理を実現する多機能

オフィ スコンピュータである｡

(a)RFD(Record FormatDescrip-

tor),COBOL,拡鮎RPG/M(Report

Program Generator/M)言語による

データ処理機能

(b) ノンプログラミング言語COOKS

(Cooking System)による帳票処理機能

(C)5万語の辞書による仮名洪字変

換機能,ノ女び｢史書処理機能

(d)会話形グラフ作成フロアラムに

よるグラフ処理機能

(e)FD(フロ

β
J

事′誌､

亀こ_‥ン､′､二
遠､包

■

Il

ビーチィ スク)什テ

m

脚鉱 ヨ…
区II HITAC L-70/20の外観

表l ステーションコントローラのイ士様

H+-3720 01 HL 3720-02

記 憶 装 置
768kバイト.ノIMバイト′′′l.5Mバイト/

2Mバイト

磁気ディスク

ステーション制御

浮動小数点演算

-

70MバイトXl台(最大8台)

デニ盲言ラーション×4台(最丸5台)

L オプション

システムプリンタ

漢字シリアルプリンタ(70字/秒)

漢字ラインプリンタ=00行/分)

ラインプリンタ(350行.ノ分)

磁 気 テ ー 7
ストリーミング柑Okバイト/秒

(最大4台)

SYN 同期通信 lノ200一-9′600bps(最大4回線)

その他オプション マークせん孔力一ド読取機.時言十機構など

一夕ステーションでのパ【ソナル処

理機能

(2)憧れた操作件がある(｡

(a)木棺イⅠ勺対i話形OS(オペレーティ

ングシステム)の才采輔

(b) R本譜メ ッセ=シ＼ メニュMガ

イ ダンス,イ ンタラプト レジューム

(3)強力なフ1フィル機能がある〔,

(a) 多苺索引順舶成ファイル

(b)ファイルの日割割当て,手郎主ミ,肖り除

(C)ユーーサーブロ7-アイル方式の機

塩イ米機

(4)システム埋設_‾1二数が低i城できる｡

(a)COOKS,両何分詰り形テキストエ

ディタ,対言話形画面定義の清和

(b)高惟能CPU(中央処理装i#)によ

る高速コンパイル

(5)故大メモリ2Mバイト,最大ディス

ク容量560Mバイト,最大ステーション

台数15台とプヾきな拡張性かある｡

(6)HITAC L-320シリーズとグ)カニ換性

を考慮している｡

2.主な仕様

主な仕様を表1,2に示す｡

(臼_､ソニ製作所 コンヒ■ユーター■巨業本部･OA

事業部)

表2 データステーションの仕様

HT-5108-】ll HT一引08-121 HT 51081ZZ

CRT

色 モノクロ カラ,7色

文字数 英･数字･仮名】.920字∴実字960字

フォント 英･数字･仮名【2x24,漢字24x24

ユーザーエ

リア
60kバイト 最大64kバイトX2

デイスプレ

イグラフ
オプション

オプション

最大IMバイト米2台

プリンタグ

ラフ

フロッピー

ディスク

プリ ンタ
漢字70字/砂,英′数字･仮名180字/秒

インサータ付,OCR-Bフォント印字ほか

その他｢

オプション

lIDカードリーグ,OCRハンドリーダなど

時計機構.ファクシミリ接続

キーボード
タイプライタ川S)配列,整配列,キーセット,

スライドキーセット

注:略語説明 CRT(Cathode RayTube),OCR(光学文字読取

り装置),工D(IdentlflCat】On Card Reader)

日立キャリングターミナル"HT-5530”

顧客先でのセールス活動など,不多勤

してデータ入力や問合せを可能とLた

キャリンブターミナルを開発した(図1)｡

本装置は電子也によって動作する携帯

形機器で,装置単独でデータの収集が

可能となっている｡キーボード及びジ

ャーーナルプリンタをもっ簡易オンライ

ン端i末機で,音響カブラあるいはNCU

(綱制御装置)付モデムによって,加入

電話回線などを介してホストコンピュ

ータと接続L使用される｡

1.主な特長

(1)パラメータ形式のフォーマットブ

表示部
印字部

制 御 部

際
筍■

メ モ リ

キーボード

電 池

図l日立キャリングクー 注:略語説明

ミナル"HT-5530''の外観 匡】2 HT

ログラムによって,ユーザーは簡単に

プログラミングすることができる｡

(2)プログラムはキーポ【卜から入力

できる｡また,ホストコンヒュータか

らもロードが可能であり,最大1,000椎

三鯨をホストコンピュータ側で管理する

ことができる｡

(3)クリ】ンデータ作成のため,充実

したチェック機能を備えている｡

..⊥彗聖ゴJニヱ+
､､√ノこ二下市二才:>

′′t_空軍三三三_+
､､r㌦石ぶ轟訂1

;充電ユニットH土

NCU(網制御装置)

5530の可幾器構成

(4)英･数字の入力に加え,仮名文字

(ローマ′=jくイ反名変換方式)も入力できる｡

(5)電子式卓上計算機,カレンダー時計

機能を標準装備している｡HT】5530の

機器構成を図2に示す｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(U寸二製作所 コンヒュ一夕ー【j主菜本邦)

表I HT-5530の主な仕様

項 目 内 容

制御部
プ ロ グ ラ ム 方 式 8ビットCPUによるプログラム制御

デ
ー タ メ モ リ I6k′/32kバイト

表示部
表 示 素 子 液晶16椅×2行

表 示 タ: 字 種 127種(英･数字.1友名,記号)

インパクトドットマトリックス

印字部

印 字 方 式

印 字 桁 Z4桁/行

印 字 速 度 0.7行/秒

用 紙 普通紙

キ ー ポ 【 ド 吾β テンキー.英字キー(ローマ字仮名変換入力可),ファンク
ショ ンキ【

寸 法〔幅X奥行×高さ(mm)〕 100(92)×290×37(33):括弧内は操作部の寸ン去を示す｡

‾盲‾‾‾ i 了50g

オプション

書 響 カ ブ ラ 300bps

N C U 付 モ デ ム l,200bps,NOU=MM形又はMA形

/ヾ- コ
ードリ ーダ NW-7.手動式

磁気カードリ
ーグ +lSB9560/9561タイプlI.手動式

)主:略語説明 CPU(中央処理装置)
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HL-600形高速･高精度電子線描画装置

半導体製造70ロセスで使用されるマ

スク,レナクルの生産には,光を利用

した製造装置が主に用いられている｡

最近,半導体集積回路の微細化,高集

積化が進むにつれて,微細パターンを

高速,高精度に描画する装置が要求さ

れている｡更に,マスクなしでウェー

ハに直接描画することによって,LSI

開発のターンアラウンドタイムを短縮

する要求がある｡

この市場のこ-ズにこたえ,超LSI

時代に対応するため,電子線を利用し

たHし600形高速電子線描画装置(図り

区= H+-600形高速･高精度電子線

描画装置

を開発し製品化した｡本電子線描画装

置は,高速と高精度の両モードをもち,

モード切替えによりレナクル,マスク,

ウェーハ直接描画と広範囲な用途に対

処できる｡

1.主な特長

(1)描画速度を決める最大要因である

露光時間を短縮するため,最大4/∠mX

4/Jm角形,最小0.5/JmXO.5/Jm角形の

可変成形ビーム方式をj采用している｡

(2)電子銃にLaBb(ランタンヘキサボ

ライド)を用い,可変成形ビームに必

須の大電流化(5A/cm2),電流の高安定

化,密度の均一化を図っている｡

(3)描画図形をハード的にショット分

解し,パイプライン方式でデータ転送

することによって,最高600nsサイクル

でビームショットが可能である｡

(4)直]妾描画でウェーハの変形量を検

出し,ビームの焦点,偏向位置の補正

を行なう3次元補正機能を設けている｡

(5)対物偏向系にはインレンズ方式を

採用し,常にビームを試料に垂直に入

表l 主な仕様

項 目 仕 様

寸 法 柵 度 0.1〟m(3グ) 0.2〟m(3♂)●

つなぎ柵度 0.15/一m(Max.) 0.2/州(Max.)暮

スループット 3枚/川 10枚/仙

自動処理能力 ほ放棄人自動連続処理

加 速 電 圧 30kV

電 流 密 度 5A/cm2

偏 向 方 式 電砲＋静電

試料ステージ ステップアンドリピート移動

試 料 寸 法 最大6in角形マスク基板

美 空 排 気 全ドライ バキューム方式

注:*は高速モード時

射させ,偏向位置の高精度化を図って

いる｡

(6)オートローダを採用し,12枚のカ

セットを連続かつ全自動でロード,ア

ンロードを繰り返すことができる｡

(7)描画時間を短縮するために,高速･

高精度のステップアンドリピート移動

方式のⅩ-Yステージを採用している｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 計測器事業部)
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